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*ロー入試・予備試験については、別途合格体験記及び再現答案を執筆させていただいたため、ご関心があればそちらをご参照いただけると幸いです。
・予備試験https://www.onlinegroup-law.com/experience/post-12386/

・東大ロー https://www.onlinegroup-law.com/experience/post-10375/

・慶應ロー&中央ローhttps://www.onlinegroup-law.com/experience/post-9586/

また、
・憲法の勉強法https://www.onlinegroup-law.com/column-study/post-13157/

・短答勉強法〜肢別正答率の活用法https://www.onlinegroup-law.com/column-study/post-13169/
についても、ご興味がある方はご一読いただけると幸いです。


予備試験合格後、司法試験まで（2024年2 ⽉から同年 7⽉まで）
（1） TKC 模試
　TKC 模試という司法試験受験⽣が⼤体受ける模試があります。私の代は 3月に実施されるものと 5⽉に実施されるものがあり、3月は就活の予定が入っていたことから5月日程で受験しました。
結果は、短答の勉強が間に合っていなかったにもかかわらず107位/約2000人（上位5.5%、A判定）であり、残りの期間で短答を復習し、論文については最低限基本的な論点をしっかり書けるようにしておけば大丈夫だなという安心感を得ることができました。

（2） ウィンタークラーク
2月頭に⼝述試験の結果が出て、そこから次の司法試験に向けて気持ちを切り替えなければな
りませんでした。もっとも、ウィンタークラーク[footnoteRef:2]という予備試験合格者向けの就職活動に多数応募(5大、準大手に加え、名門と言われる中小規模の事務所にも応募しました。30個ほどエントリーして、呼んでいただけたのは10個弱でした。)していたため、2月、3月はほとんど勉強していませんでした。 [2:  予備試験の最終合格発表が2月になった影響で、スプリングクラークという名称で実施している事務所もあります。論文の合格発表直後に募集を開始する事務所もある（特に5大や準大手は募集開始時期が早いです）ため、アットリーガル（https://www.atlegal.jp/）等のサイトを逐一チェックするようにしましょう。] 


（3） 4 ⽉以降の勉強について
・4月
2～3月については、上記の通り就活にコミットしていたため、全くと言っていいほど勉強していませんでした。そのため、規範などの基礎知識が抜けていることを感じ、まずはロープラなどの短文事例問題集を1周回すことにしました[footnoteRef:3]。 [3:  民法と会社法はロープラ、民訴はロジカル民訴と百選、
刑訴は育マス、
行政法は基礎演習行政法を復習しました。
憲法と経済法については、過去問をやりつつ適宜知識を確認するといった形で進める計画だったので、4月の時点では特に手を付けていませんでした。（もっとも後述のとおり、経済法は過去問プラスアルファで百選を読むなどした方がいいかもしれません。）
刑法については、そこまで苦手意識はなかったため、ひとまず規範をざっと確認し、もし直前期に余裕があれば事例演習教材を復習するという計画を立てました。(刑法事例演習教材については、TKC模試後に1周やりました)。] 


・5月
そろそろ過去問に着手しないとまずいのではと焦りはじめ、直近の過去問からさかのぼる形で検討を始めました[footnoteRef:4]。その際、受験生の相場観を知りたかったのと、答案を書く強制力が欲しかったので、ローの友人と2人で自主ゼミを組み、2～3年分の過去問を起案して答案を見せ合いました。 [4:  残りの時間的にすべての問題をやるのは無理だなと思ったので、平成22年以前はできなくても仕方ないと割り切りました。そのうえで、加藤ゼミナールの過去問優先順位（https://kato-seminar.jp/information/6938/）を参考に、Bランクまでの年度を優先的に解くことにしました。
また、憲法については学部の特講の授業で過去問を検討したことがあり、刑訴や経済法については予備論文前に検討をしていたので、この段階ではその他の科目を優先的に検討していました。
また、自主ゼミで起案する場合を除き、基本的に答案構成でとどめていました（起案スピードには自信があったので、起案の時間をカットすることでより多くの問題に取り組みたいと考えたためです。）。
まあ、本音を言うと書くのがめんどくさかったというのも少しだけあります。。。
このあたりは、個々人によって変わってくるかと思うのですが、合格するという目的との関係で起案をたくさんする必要があるのか、慎重に判断してもらいたいところです。起案して満足してしまい、復習が不十分になってしまっては本末転倒なので。

具体的には、以下の流れで過去問検討をしていました。
大体30分を目安に答案構成（起案をしない分、割と丁寧めに）
公法系はガールシリーズ
民事系は『司法試験論文過去問演習』
刑事系は『司法試験体系的問題解析』
経済法は趣旨規範ハンドブック
これらの解説を読む。
出題趣旨、採点実感を読み、どこまでできていれば合格ラインに乗るのか、自分がどのレベルなのかを分析する。
ぶんせき本に載っている上位A答案を読み、事実の評価など秀逸な点を真似する。
ここでポイントなのは、上位のA答案という点です。司法試験はA評価の答案が予備試験に比べて多く、答案もピンキリです（上から1000人はA評価なので）。ですので、超上位だと言える二桁～それ以上の順位の答案を見て真似すると良いと思います。
] 

自主ゼミについては、賛否両論あるかと思いますが、ある程度のレベルに達した状態であれば、やる意味があるかと思います。ここでいうある程度のレベルとは、ロープラレベルの基本的論点は正確に書くことができ、応用問題であっても何かしらの解答を導くことのできるレベルを言います。
そのため自主ゼミについては、ある程度勉強が進んでから、合格ラインを探るという目的で行うのがいいのかなと思います。
また、少しずつ短答にも着手し始めました。まずは5月中に民法を1周することを目標にし、刑法や憲法については直前に1周できればいいかなという感じで計画を立てました。
刑法や憲法は1周程度しか検討していませんが、民法については3～4周はしたかなと思います。



・6月
模試で上記の通りある程度いい順位をとることができたので、この調子でいけば受かるかなという手ごたえを得ることができました。もっとも、油断をすると足元をすくわれるおそれがあるので、特に勉強が間に合っていなかった短答の対策を中心に据え、論文については消化しきれていない過去問をできるだけ終わらせることを目標に取り組みました。
そして、試験まで2週間を切った段階で、短文事例問題集の復習と規範の確認を行いました。そうこうしているうちに本番を迎えたという感じです。

（4） 本番当⽇
短答順位　424位/3746人（上位12.49%）
論文順位　604位/1592人（上位20.55%）
総合順位　553位/1592人（上位19.99%）

*A 1000位まで、B 1001位から1500位まで、C1501から2000位まで、
D2001位から2500位まで、
E2501位以下

7月10日
司法試験1日目でした。会場が浜松町だったので、増上寺近くのマイステイズに泊まりました。
偶然、ローの友人と同じホテルだったため、一緒に朝食を食べて会場に向かいました。
終了後は一度ホテルに帰り、翌日の民事系の規範をざっと確認しつつ夕食を取り、早めに寝ました。

経済法 （42.35点・446位/646人・上位？69.04%）
なぜかわかりませんが、めちゃくちゃ出来が悪いです。。。下から数えた方が早いレベル。。。
経済法は問題のレベルが年々上がっているので、過去問をやり込んだうえで、百選も読んでおくと良いのかもしれません（ちなみに私は過去問のみで突っ込みました。。。）

公法系（121.40点・344位・上位11.63％） 
憲法 評価A
(問題を見た瞬間に職業の自由の問題だとわかったので、出来はいい方だと思います。もっとも、前半に時間をかけすぎた結果、営利的表現の論述は少し雑になってしまいました。)
⇒予想通り、高評価でした。薬事法違憲判決の理解をしっかりと答案に示せたのが良かったのかなと思います。

行政法 評価A
(参照法令が長く、読み解きに時間がかかりました。時間ギリギリでなんとか書き終えました。)
⇒手ごたえはあまりよくありませんでしたが、A評価をもらうことができました。過去問演習を繰り返し、個別法の読み解きの練習をしたのがよかったのかもしれません。

7月11日
民事系に苦手意識があったため、当日は少し緊張しました。
終了後はすぐにホテルに帰り、友人と一緒に夕食を取ったあとはすぐに寝ました。
全体的に難しく、特に商法は何もわからず現場でパニックになりました。

民事系 （168.91点・669位・上位22.62％）
民法 評価A
(設問2はそれなりに書けたものの、設問1はあまり出来はよくありませんでした。小問が多く、時間もタイトでした。)
⇒基本的な問題である設問2をしっかりと書ききったことが高評価につながったのかもしれません。このことから、タイムマネジメントも重要であるとわかります。

商法 評価C
(何を書けばいいのか全く分からず、戸惑いました。今年一番の難問だったと思います。)
⇒予想通りの結果でした。

民訴 評価A
(規範の理解があやふやで、あてはめがうまくいきませんでした。やはり民訴は難しいです。)
⇒なぜかA評価でした。手ごたえとは大きくズレました。

7月12日（中日）
中日は東大の図書館に行き、刑事系の論証の復習と短答の解き直しを夕方までやって、その後はホテルでゆっくり過ごしました。

7月13日
中日を挟んで4日目でした。後半2日間については試験時間も短めですし、刑事系に苦手意識はなかったので、リラックスして臨めました。

刑事系（111.68点・755位・上位25.52％）
刑法 評価C
(論点自体は難しくなかったものの、いざ答案を書いてみると悩ましい点が出てくるといった類の問題でした。そのため、手応えはあまり良くはありませんでした。)
⇒予想通りの結果でした。

刑訴 評価A
(論点自体は難しくなかったため、あてはめの説得力が勝負を分けるのではないかと考えました。そのため、事実の評価を丁寧に書き、8枚全て埋めました。)
⇒あてはめを丁寧にやったことが功を奏しました。事実の評価の重要性については、前述の東大ローの体験記の中で言及しているので、ご関心があればぜひご一読ください。

7月14日
短答式 （138点）
憲法30点・1,605位・上位42.85%
民法65点・295.位・上位7.88%
刑法43点・681位・上位18.18%

予備試験の時から短答に苦しんだため、予備試験の短答対策にはかなりの時間をつぎ込みました。司法試験については、そのときの貯金で乗り切れたかなという感じがします。
今年の問題を解いて強く感じたのは、一番過去問と親和性があるのは民法だということです。本当に過去問を完璧にすれば、万点近く取れるのではないかと思います。
一方で、刑法についてはパズルのような問題が増えた結果、過去問知識で瞬殺できる問題は減少し、現場で考える必要がありました。そのため、過去問をやり込んだからと言って点数に直結するかと言われると、微妙かもしれません。
最後に憲法ですが、これについてはもう意味が分かりません。過去問知識で自信をもって解けた問題は1,2問しかなく、足切りが頭をよぎりました。(過去問やり込んだのに全くわからないってなんだよこれ！ふざけんな！ってブチギレながら解いていました。)
以上より、司法試験の短答については民法に力を入れていただき、時点で刑法、憲法についてはそこまで時間を割かないというのが良いのかなと思います。
(なお、私はあと一歩届きませんでしたが、皆さんは140〜150点を目標に、しっかりと対策してください！)

最後に
予備試験合格後から司法試験までを、ざっと振り返ってみました。
合格者の皆さんが口をそろえて言っておられる通り、過去問演習は重要です。
しかし、それは基礎知識がしっかりと定着しているという前提があっての話だということを忘れないでください。合否の分かれ目は、応用部分以前の基本部分の出来不出来ですでに決まっていることが多いと考えるからです。
過去問に取り組むことと同じくらい、基礎知識の確認も大事だということを忘れずに、頑張ってください！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
